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て英語であり，彼の綴密さを示すきれいな図が脅かれています。またその表紙には Itis not how much 
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く大学の動き＞
平成7年度入学者選抜学力試験の結果
平成7年度入学者選抜学力試験（第 2次学力検査）の前期日程試験は， 2月25日出 ・26日（「I)に，後期日
程試験は， 3月13日（月）・14日wに，兵庫県南部地震による特例入試は， 3月30日附・ 31日聞に尖施した。
学部別の受験者数，合格者数及び入学者数等は次表のとおりである。
J(A) J(B) J(C) J(D) J(E) J(F) J(G) J(H) J( I) J(J) J(K) 
学 部 ｜募集人民l志願者数l情事 ｜第1段階選｜受験者数 ｜情率 ｜欠席有数｜欠席率｜合係者数｜追加l合｜入学者数
I J(B/ A)J抜合格者数｜ J(E/A)I I (%) I ｜格者数｜
総合人間学部 ｜ ~30人｜ 刈 ｜ 刈 刈 ｜ 刈 ｜ 人｜ 人｜ 130人
i前i文系｜ 55 I 210 I 3. s I 201 I 198 I 3. 6 ! 3 I i. 5 I 57 
jJ羽i理系｜ 55 I 268 I 4 . 9 I 259 I 254 I 4. 6 I 5 I 1 . 9 I 55 
i後期 I 2o I 420 I 21. o I 302 I 182 I 9 .1I 120 I 39. 7 I 22 
文 学 部 I 22~ I I I I I I I I I I 224 
j前期 I 190 I 725 I 3.81 665 I 663 I 3.51 2 I o.31 193 
；後期 I 30 I 442 I 14. 7 I 2s2 I 137 I 4. 6 I 145 I 51. 4 I 31 
教育学部｜ 6~ I I I I I I J I 
；前期 I 40 I 179 I 4. 5 I 159 I 158 I 4. o I 1 I o. 6 I 42 
7夜 一一局一一一－－－20-T・－－－－－i5i－↑一η lーー一一－i-44--1一一一一面－T－工＿8_1＿＿ー 弘一一1-34-_-0-1一一一一弘一
法学部 I 400 I I I I I I I I 
：前期 I 340 I 1,028 I 3.o I 1,028 I 1,015 I 3.o I 13 I 1.3 I 345 
：後期 I 60 I 644 I 10. 7 I 546 I 237 I 4 . o I 309 I 56. 6 I 64 
経済 学 部 ｜ 24~ I I I I I I I I 
：前（一 般｜ 160 I 592 I 3.71 592 I 580 I 3.61 12 I 2.01 161 
i期！論文｜ 叩 ｜ 324 I 6. 5 I 251 I 239 I 4. 8 I 12 I 4. 8 I 51 
i後｝羽 I 30 I 520 I 17.31 398 I 251 I 8.41 147 I 37.0I 35 
迎学部I ~？6 I I I I I I I I I 
：前期lI 294 I 989 I 3. 4 I 960 I 948 I 3. 2 I 12 I 1. 3 I 294 I 2 
；後 j切I 32 I 1. 266 I 39. 6 I 1 236 I 830 I 25. 9 I 406 I 32. 8 I 32 
医 学 部 I ~oo I I I I I I I I 
i前期 I 90 1 414 1 4.61 414 I 3951 4.41 191 4.61 92 7金一一一雨一丁一一一一一－10-1ー 一ー一－3瓦 －1-3i_4_1＿＿ー一－300T ＿＿＿ー一－205・－ 1-- 20~ －5-I 一一一一弘ーー 1-3i__ 7T －ー一五
築学部｜ 8~ I I I I I I I I 
！前期 I 70 I 222 I 3. 2 I 222 I 209 I . I I . I 
：後期 I 10 I 169 I 16. 9 I 169 I 93 I 9. 3 I I . I 
t 学部 I1. 050 I I I I I I I I I I 1, 051
j前期 I 940 I 2. 729 I 2. 9 I 2 722 I 2 676 I 2. 8 I 46 I i. 7 I 940 
j後期 I 110 I 1, 530 I 13. 9 I 1, 527 I 827 I 7. 5 I 700 I 45. 8 I rn 
農学部 I 315 I I I I I I I I 
i前期 I 252 I 755 I 3.0I 755 I 743 I 2.91 12 I 1.61 263 
：後期 I 63 I 679 I 10. 8 I 679 I 425 I 6. 1 I 254 I 3 . I 
小 ；前期 I2. 536 I 8. 435 I 3. 3 I 8. 228 I 8. 078 I 3. 2 I 150 I i. 8 I 2. 567 
計 j後期 I 385 I 6 •155 I 16 . o I 5 . 583 I 3 .2s2 I s . 5 I 2 •301 I 4 L 2 I 410 
百十 I 2,921 I 14,590 I 5.o I 13.811 I 11.360 I 3.9 I 2.451 I 17.7 I 2.977 1 2 1 2,955 
(j主） 1. 受験者数・欠席率は最終教科のものである。
2. 法学部（後期）と経済学部 （後期）には，外国学校出身者のための選考試験の募集人民201円以内と10名
以内，志願者52名と41名，第 l次選考合格者34名と27名，受験者23名と25名，欠席者11名と 2~I ，合絡者
14名と 12名，入学者13~円と 7 名がそれぞれ含まれている。
3. 特例入試の実施結果 （外数）
学 部 ｜受入人只｜申請考数｜受験者数｜欠席者数 ｜合格者数｜入学者数
法学部｜若干名 ｜ 1 Io 1 1 I o I o 














































































































学 部 募集人員 入学者数
国費 私費
人 人 人 人
総合人間学部 130 130 3 
文 学 部 220 224 1 
教育 学 部 60 63 
法 学 部 400 408 2 
経済学部 240 241 7 
現 とt- 部 326 326 
医 eキ 古名 100 102 
5築 学 部 80 85 1 
工 学 部l 1,050 1,052 3 6 
Ii 学 部 315 325 













人 人 人 人
133 
9 9 234 
5 5 69 
8 1 9 419 




11 ll l ,072 
325 
















編（転学入学者入者） 外国人問学生 再入 （進入学者） 外国人留学生入学者 ぷci、青＂＇. 小計 小計 合計
国費私費 国費草l. ＇｝.~ 学者 国費私費
人 人 人 人
文学研究科 90 2 3 95 
教育学研究科 29 4 33 
法学研究科 61 3 9 73 
経済学研究科 42 2 14 58 
理学研究科 267 4 2 273 
医学研究科
薬学研究科 61 61 
工学研究科 719 9 30 758 
1~！！学研究科 203 6 5 214 
人間・環境学
ll9 3 123 
./ijf ’プし,. 科































人 人 人 人 人 人 人 人
4 10 48 2 51 61 
1 11 11 
1 1 13 5 18 19 
2 5 19 1 5 25 30 
2 33 124 5 129 162 
125 4 10 139 139 
3 4 18 18 22 
7 44 84 3 6 93 137 
6 32 59 10 3 72 104 
3 61 62 65 





















lr 講日 講 日市 ア て7
5月15日 防災研究 所教授 安 藤雅 孝 地震との共生
5月22日 工学 部教授 小林正 美 地震と都市デザイン
5月29日 防災研究所助教授 林 春男 危機管理と しての都市防災
6月5日 教育 学 部教授 山 中康裕 大都市災害と こころの健康 一阪神・淡路大渓災の教訓ー
6月12日 防 災研究所教授 f色田弘行 都市地震防災の段前線
F疋~. 員 150名
受 講料 6,000円 （全講義を通しての受講料です。）
穴水曜講義
開講日 ま抵 r.m ア ’守
5月17日 人間・環境学研究科教授 1毎 原 徹 教育の原風景 ー松下村塾の人間形成ー
5月24日 木質科学研究所教授 高橋旨象 シロアリ・木材・環境
5月31日 名 誉 教 t畳 小野l.J ’li作fl 古墳時代の年代の決め方
6月7日 理 学研究科教綬 1野藤軍 j台 電気の流れる有機物 ー有機半導体から有機超伝導体
6月14日 人文科学研究所教授 荒牧典俊 務迦の言紫と仰弟子の言葉
，疋晶． 民 各講義 各150名





















空貨及び滞在費）を交付するもので，派遣区分は，若手研究者 ・長期 (10カ月），若手研究者 ・国際研
究集会及び1カ月である。
派遣区分 所属部局 職名 氏 名 派（地遣域）国 研究組日国際研究集会等名）
理 ｝寸草ー． 部i助手 池旧隆介 アメリカ合衆国 超伝導体の渦糸状態に関する研究
長期j 医 学 者~I I溝師 瀬上夏樹 オースト ラリア 顎的関節節における確診断的ならびに究治療関銃視法の立に関する研
経済研究所 講師 下村研一 アメリカ合衆国 経る研済行究動における競争と協力に関す
総合人間学部 助教J受 北 LlJ 忍 アメ リカ合衆国 児童発達研究学会隔年定例会
理 学 部 助手 下林典正 イタリア 第16回国際鉱物学連合総会
医 学 剖i講師 豊岡伸哉 オースト ラリア 第 7同国際フリーラジカル研究会議
医 寸主皐ー． 部 助手 逢坂光彦 香港 第20回国際病理アカデミー会議
薬 学 部 助手 根岸 学 イタリア 第議9回プロスタグランジン類国際会
若 第6回放射線物理学国際シンポジウ工 学 剖1助手 布1 野郁夫 モロッコ ム
工 学 剖1助手 宮路 史明 フィンランド 第 7回医用セラミックス国際シンポジウム
手 工 主t子主主－ 部1 助教授 木村健 二 アメリカ合衆国 第10回イオンと表面の非弾性衝突に関する国際研究集会
工 学 剖i助手 北川敏 一 イタリア 第12因物理有機化学会議
研
国際
工 学 剖i助手 田中 !IT 裕 ドイツ連邦共和国 第8回X線吸収微キil構造国際会議
工 学 部 助手 吉 川耕司 アメリカ合衆国 設計における信頼性と質に関する第
研究 2回 ISSAT国際会議
工 ＂＇一，． 部i助手 古谷栄光 アメリカ合衆国 第33回意、志決学定と制御に関するアメ
qノbu リカ電気電子会会議




者 !: 学 剖i助教授 i可凹照 雄 カナダ 第 7回国際肥満学会議及びサテライトシンポジウム
J災 学 部 助教授 守屋和幸 カナダ 第 5回l止界家省遺伝育種学会
;i 学 部 助教授 三芳秀人 スfてイン r第:i'c~回ヨーロ ッパ生体エネルギー研
ザ＝ー 部 助教授 山田雅保 カナダ 国｜際目玉移植学会1995年次総会
研基礎物究理所学 助教授 横山順 一 アメ リカ合衆国 一般相体性理論に関する第7回マーセルグロスマン会議
ウイルス研究所 助手 秋山芳展 アメ リカ合衆国 熱ショックタンパク質と分子シャペロンの生物学
数理解析研究所 助手 阿部光雄 アメリカ合衆国 一般相体性理論に議関する第7回マーセルグロスマン会
数理解析研究所 教授 岡本 久 ドイツ連邦共和国 流体中の非線形波動の構造とブJ学園際研究集会
超高層電波 助教授 大村善治 アメリカ合衆国 米国地球物理学会1994年春季大会研究センター
959 
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派遣区分 所属部局 i俄 r. 氏 名 派（地 遺 域）国 研（国際研究究集題会等名）目
総合人間学部 教授 小畠啓邦 連合王国 ・フラン 英米の紀行文学研究ス・アイルランド
総合人間学部 助教授 i可 曲奇 靖 ドイツ述邦共和国 中世低地ドイツ語性記j去に関する研究
教育学部 教授 天野正輝 連合王国 英「多国様にイヒお」けのる特大徴学入学者選抜方法の
アメリカ合衆国・述
合王国 ・フランス ・ 大学教授法（Staffdevelopment）の教育学部 教 J受 岡田渥美 オランダ ・ドイツ述
邦共和国・オースト 研究開発
リア ・イタリア
経済学部 教 J受 近藤文男 アメリカ合衆国 アメリカにおける日本の民略生用電子企業の製品とチャネル戦 について
香港 留学の経済的動機に関する研究経済学部 講師 佐藤 進 中華人民共和国 一現代中国における経済と教育 （留学の相互関係ー
理 手： 間i教 J受 鋲西 j青高 ドイツ連邦共和国 生意物義硬組織の斡最構造とその適応的
医 弓Jνじ 部 助教授 加藤伸郎 アメリカ合衆国 カルシウムによるシナプス可塑t'F.翻1!5 
1）遺ポ精伝ト子子ー形及シ成びス過の2程）役に形割特態に異形｜刻的成すに発現す医 ’ず： 剖l 助教J受 森 千里 アメリカ合衆国 る お究ける
ア る目庁
薬 学 剖i助教J受 渡部好彦 アメリカ合衆国 癌の遺伝子治療に関する研究
工 学 部i助手 奥村幸久 フランス 膜融合誘起脂作質を保持した脂究質膜［問における相互用に関する研
1 カ月 工 F寸L- 部 助教授 高橋 ~ι ! アメリカ合衆国 マルチメディア情自E報通信ネ y トワークのシステム性評価に関する研究




農学部F付属農場 教授 行永寿二郎 イッ述邦共国・オ 生理査活性物究質の栽培学的評価に関すランダ・フランス ・ る調研
スペイン
~学j寅 青i~
附属 習林 助手 中島 皇 カナダ 土石流の運動及び発生に関する研究
研人間 ・究環境学科 教 J歪 j毎原 徹 連合王国 ・オランダ 幕究末（維新期の海外身留者学）生に関する研ドイツ連邦共和国 松下村塾州
人間 ・環境学科
研究 教授 高僑義人 ドイツ連邦共和国 ゲーテ自然科学に関する研究
化学研究所 助教授 青山卓史 アメリカ合衆国 形勾J令bで態形成に係わる遺伝子に｜刻する研
コーダ波形のインパージョンによる
防災研究所 助手 西上欽也 アメリカ合衆国 地殻 ・上部マントル構造の不均質性
に関する研究
ウイルス研究所 助手 村上 昭 連合王国 マウスE妊Hにおける Fgf-3遺伝子の発現調
へリオトロン 超高温プラズマの磁気平衡測定と閉核融合研究 助手 別生 事長 フランス じ込めの研究セ ン タ
分子生物学研究におけるコンピュー




灰分 受入部局 招へい学者名 国（地域）名 ・ 所属機関 ・ 職~. ./!Jf 究 題 日
工 ：ι‘子山 剖1Alexander ロシア ・エレパン工科大学 ・Jl マルチレート ・ディジタルiltlJ御系若手 Melkoumian 教J畳 に関する研究
研究者 研基礎物究理所学 Yao・ZhongZhang オーストラリア・クイーンズラ アフィン量子群の研究とその可解ンド大学 ・研究只 模型への応nJ
総合人間学部 Ching-I Peng 台湾究 ・中央研究院他物研究所 ・ 東アジアにおける他物進化の研究研貝
理 学 部 A.I. Shushin ロシア ・科学アカデミー化学物 スピン化学に関する理論的研究迎研究所 ・上級研究員
Marshall J オーストラリア・シドニ一大 物理的要生因（高温 ・放射線）ズによ医 学 部 Edwards 学 ・獣医学部長（教授） る脳発異常の発症メカニ ムとその予防に関する研究
[ 学 部i Giorgio Picci イタリア ・パドパ大学 ・教J受 確率シスァムのモデリングとiltJ御に関する研究一 般 Roehyati インドネシア・て業省セルロー 熱市非究木材繊維のパルプ化に関すj込 学 剖1 Joedodibroto ス研究所・パルプ研究所長 る研
医大療技術短期 アメリカ苦バ楽合ー療衆グ法国音士・セントピー 発人達に対障害す児る音，精朱ー神療｜法母3の効.ti.果痴と作呆老業
学 部 Alan Witenberg ターズ 楽療法センター・音 療法への適応に関する研究
胸部疾患研究所 Eklund Anders スウェーデン ・カロリ ンスカ研 サルコイドーシスの免疫学的研究Gerhardt 究所 ・助教授







所属・職名 氏 名 渡（地航峡目的名国） セな訪 lJ先 i氏 丸，~主 日 的
ギ リシャ ハン アテネ大学科，’手セメル 高等等教育及び学術交流に関する訓1t総 長 井 村 総 jミ ガリー，迎合王 ウェイス医大学，
国 ロンドン大
総 長 井村俗夫 アメリカ合衆国 ブラウン大学 大学問学術交流に関する打合せ
サンタフェ研究所，工
専庶務部国際交流諜 本田佳代チ アメリカ合衆国 マサチューセ yツ 学術交流関係業務の実↑，·rn~:tt門職員 科大学 カーネギー
メロン大学
薮所F理長解F析（教E研究授常所) 井村協裕会夫（総IA長U）の代理として， 国席際大荒木不て洋 イ ン ド ピグヤン・ノfノ、ワン 学 第10同総会にI＼究及会議場 びインド情国における高等教育・石~f
機関の実調査のため
センチュリーパーク





受入 部局 招へい学者名 国名・所属機関 ・職名 研 究 題 日
文 学： 部i Michel GRESSET フランス ・パリ第7大学 ・教授 第l次｝大戦後のアメリカ作，且.,_ 家（特にフォークナー の日本における容の研究
経済学部 Bernard フランス ・パリ第7大学 ・助教授 社会主義経済の転換へのレギュラシオン ・CHA VANCE アプローチ
人文科学研究所 Otto オーストリア・ ウィーン大学 ・教 唐代の需語と唐詩，及び中国仏教LADSTATTER J受
























研修の名称 実施時期 )"t 象 F定 高If 4華 場 月T 備 考人員
4110～ 4/13 新（他機採関用を職含む員） 
人
4/10 新採用職員研修 ( 4日間） 75 国立若狭湾少年自然の家 附属図書館
ヱ 任 研 {I事 9/1 -9/14 主任（他機関を含む） 70 国立 曽爾少年自然の家 9/1 (4日間） 楽友会館
~管.＆ （係長級）研修 11/28-12/ 1 係長（他機関を含む） 70 国立若狭湾少年自然の家 11/28 ( 4日間） 楽友会館
技術職以研修（第14回） 7/18～ 7/20 行（他←）機教室関系を技術含職む員） 50 附以 図書館 Ii か(3日間）
’， （第15回） 2/ 6～ 2/ 8 , 50 イシ( 3日間）
語（英語学・初級研コー ス修） 
5/ 9～ 7/14 事務系・技術系職員 16 ：車 友 ぷヱ2泊5、 館 週2回午時後(40時間） l回2 閥
。 9/26-12/ 8 10 （英語・中級コース） (40時間） ’， ペシ ’， 
延べ実務講習会（庶務系） 160 
直 τマ。 （経理系） 10/2 - 10/5 実務担当職貝ぜ尖 楽 友 ~』" B自( 4日間）
イシ （施設系）
道生





























































































































































期 問 ｜ 展 刀言 の 名 称、
般 学 生 戦
ザンクト・ガレン 人 人















































31日 ドイツ連邦共和国ボ ン大学 Reinhardt
Lutz事務総長他 l名来学，総長及び関係数
官と懇談
- 965一
No. 484 京大広報
＜コラム＞
［必ず どのような科学であれ，研究や教
育に専門があるの
は当然である。同
時にアダム ・スミスが18世紀の後半に指嫡した
ように，分業などを通じて専門化し，それに
よって発達した人間の才能を相互の交流によっ
て互いの利益となるように活かしうるのは人間
の基本的特性のひとつである。彼は，この関係
を，「差異を共通の資産 （commonstock）とす
る」と表現した （『同富論』第I部）。 スミスは
才能が人の職業を造るよりは，人の選んだ職業
理学の冒険 社会理論のネットワーキングへ
』ー（宣lj文社）を読む機会を得て専門性と交流
の関係について貴重な示唆をいただいた。氏に
よれば情報の相互交流を可能にするのは「人間
に関わる何事も私にとって無縁ではない」とい
う一民ーした姿勢であるというのである。確か
に，この作物は「人間にとって自由とは何か」
を問い掛ける形で，］ロールズの正義論から
始って， J.べンサムの哲学， Aセンの経済学，
さらには生命論やバイオ・ポリティクスまで，
相互の特徴や差異を「共通の広場 （アリーナと
言うべきか）」で交流させている。ここでは，
が才能の発達をもたらす
と考える。例えばある人
は学者の職業を選び，も
社会科学と専門性
自由に生きようとする人
聞を原点として，この生
き方に各専門性の成果が
どのように貢献したかも
検討しようという訳であ
－差異を共通資産にする方法－
う一人は石炭運搬入を職
業とする。この分業の結
果として，それぞれの才
能が発達する。職業の成果である学者の知恵と
石炭運搬入のサービスが交換されれば相互に利
益がある，というわけだ。ポーターには知恵が
つき，学者には暖房の素材が保障される。
現代では学者の間での分業も発達した。細分
化されたとさえ言えるほどである。ところが，
学者の問で分業の成果である専門的情報を相互
に正当に評価し合い，相互の研究に活かすこと
によって「差異を共通の資産とする」方法につ
いては多くの意見があり，完全な合意を見るの
は難しい。学際的研究の重要性が叫ばれる時代
に残念なことではある。
最近，偶然の機会に川本隆史さんの 『現代倫
池上 惇
る。
従来，社会科学は価値判断からの自由を主張
することによって科学になろうと努力してき
た。同時に，科学を人間としての立場から自由
な生活のために活かす視点も平行して検討する
価値がある。そして，人間的自由の拡充のため
に科学を相互に活かし合う方法論もまた必要で、
あろう。このような方法論は，科学を研究する
人々がもっ知的な興味とし寸要素に対して，人
間的情熱の魂を吹込むことができるかもしれな
いし，さらには環境や文化と共生しうる新しい
科学の成果をもたらす可能性にも期待しうる。
（いけがみ じゅん経済学部教授）
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